
作曲家は、時代、地域、音楽のスタイルに応じて多様なカテゴリーに分けられま

す。それぞれの作曲家は、出身国や文化的背景から影響を受け、自身の作品に

独自の色を加えました。以下に、いくつかの主要なカテゴリと代表的な作曲家 

1. 中世 (500年頃〜1400年頃) 

• 地域: 主にヨーロッパ（フランス、イタリア、ドイツ） 

• スタイル: グレゴリオ聖歌などの宗教音楽、オルガヌム、トルバドゥール音楽 

• 特徴: 中世音楽は主に宗教的な目的で作られ、グレゴリオ聖歌がその代表的

な例。無伴奏でモノフォニック（単旋律）のスタイルが特徴。後にポリフォニック

（多声）なオルガヌム（中世ヨーロッパで発達した合唱の技法で西洋音楽におけ

るポリフォニーの原点）が発展し、ノートルダム楽派（1200 年前後にパリのノート

ルダム大聖堂で活動した作曲家たち）のレオニヌスやペロティヌスが有名です。 

2. ルネサンス (1400年頃〜1600年頃) 

• 地域: イタリア、フランドル（現在のベルギー）、フランス、イングランド 

• スタイル: ポリフォニー、モテット（声楽曲のジャンルの 1 つで中世末期からルネ

サンス音楽にかけて成立、発達したミサ曲以外のポリフォニーによる宗教曲を指

す。主に葬式に用いられ、多くが臨時に書かれる単一楽曲） マドリガル（14 世

紀、イタリア発祥の歌曲形式で牧歌的叙情短詩。マドリガーレは時代も形式も

異なる 2 種類のものがある。中世マドリガーレはすぐに廃れてしまったため、一般

にはマドリガーレというイギリスに伝えられて独自の発展を見たものをいう。）、世俗

音楽（教会の宗教音楽に対して、民間の音楽のことを言う） 

• 特徴: ルネサンス時代は音楽がより洗練され、ポリフォニーの技術が進化しまし

た。ジョスカン・デ・プレ、ジョヴァンニ・ピエルルイージ・ダ・パレストリーナ、トマス・タ

リスなどが代表的な作曲家です。宗教音楽だけでなく、マドリガルなどの世俗音

楽も盛んに作曲された。 

 

3. バロック時代の作曲家 (約 1600年 - 1750年) 

  地域: イタリア、ドイツ、フランス、イングランド 



  スタイル: オペラ、カンタータ、オラトリオ、協奏曲、組曲 

  特徴: バロック時代は感情表現と装飾が豊かな音楽が特徴です。オペラの発展

が始まり、カメラータなどのグループが影響を与えました。代表的な作曲家

には などがいます。バロック音楽は、バッハの死とともに終焉を迎えまし

た。 

バロック時代の音楽は、複雑なポリフォニーと装飾的な旋律が特徴です。この時代の

作曲家は宗教音楽や宮廷音楽を中心に活躍しました。 

• ヨハン・ゼバスティアン・バッハ (ドイツ): フーガやカンタータで知られ、バロ

ック音楽の最高峰とされる。 

• ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル (ドイツ/イギリス): オラトリオ「メサイア」な

ど、宗教音楽やオペラで名を馳せた。 

• アントニオ・ヴィヴァルディ (イタリア): 「四季」を含む多くの協奏曲を作曲。 

・ジャン＝バティスト・リュリ（フランス）コメディ・バレ（演劇にバレエが挿入されたもの）     

「町人貴族」「恋は医者」 

4. 古典派時代の作曲家 (約 1750年 - 1820年) 

•  地域: オーストリア、ドイツ、イタリア 

  スタイル: 交響曲、ソナタ、弦楽四重奏、オペラ 

  特徴: 古典派音楽は形式の明瞭さ、均衡、そして対称性を重視しました。    

ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェンが三大作曲家として知られて

います。この時代には、交響曲やソナタの形式が確立され、ウィー

ンが音楽の中心地となりました。ベートーヴェンは、古典派からロマ

ン派への  橋渡し的な存在でもあります。 

古典派時代の音楽は、形式美と均衡が重視され、交響曲やソナタが主要な

形式となりました。 



・ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト (オーストリア): 交響曲、オペラ、      

室内楽等あらゆるジャンルで活躍。 

・ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン (ドイツ): 古典派からロマン派への橋渡し役。      

特に交響曲第 9 番「合唱付き」で有名。 

・フランツ・ヨーゼフ・ハイドン (オーストリア): 「交響曲の父」と呼ばれ、           

交響曲や弦楽四重奏の発展に貢献。 

5. ロマン派時代の作曲家 (約 1820 年 - 1900 年) 

  地域: ドイツ、オーストリア、フランス、ロシア 

  スタイル: リート（歌曲）、交響詩、オペラ、ピアノ音楽 

  特徴: ロマン派は感情表現の深化、個性の追求が特徴で、詩や自然、民族

的な要素が音楽に取り入れられました。フランツ・シューベルト（オー

ストリア）、フレデリック・ショパン（ポーランド）、リヒャルト・ワーグナー（ド

イツ）、ピョートル・チャイコフスキー（ロシア）、ヨハネス・ブラームス（ド

イツ）などが代表的です。この時代、オペラや交響詩など大規模な

形式の作品が作られ、ピアノ音楽も重要なジャンルとなりました。 

ロマン派時代は、個人の感情や内面的な表現が重視されました。音楽は  

より感動的で劇的なものとなり、民族的な要素も取り入れられました。 

・フレデリック・ショパン (ポーランド/フランス): 主にピアノ作品で知られ、詩的で     

感傷的なスタイルを持つ。 

・リヒャルト・ワーグナー (ドイツ): 楽劇と呼ばれるオペラの形式を開発し、        

「ニーベルングの指環」などの作品で知られる。 

• ピョートル・チャイコフスキー (ロシア): バレエ「白鳥の湖」や交響曲第 6 番「悲

愴」 

 



6. 近現代の作曲家 (1900 年頃〜2000 年) 

•  地域: ヨーロッパ全域、アメリカ 

  スタイル: 印象主義、表現主義、新古典主義、ミニマリズム（完成度を追求

するために、装飾的趣向を最小限まで省略する表現スタイル）、実験

音楽（アメリカの作曲家ジョン・ケージの導入した用語法で結果を予

知できない行為という定義の音楽） 

  特徴: 20 世紀の音楽は非常に多様で、印象派のクロード・ドビュッシー、表

現    主義のアルノルト・シェーンベルク、新古典主義のイーゴリ・ストラヴ

ィンスキー、 ミニマリズムのフィリップ・グラスなど、様々なスタイルが共存しま

した。また、ジャズや映画音楽の影響も受け、音楽の枠が広がりました。技

術の発展により電子音楽やコンピュータ音楽も登場しました。 

20世紀以降、音楽は多様なスタイルや技法が共存し、伝統的な調性からの解放

が見られました。実験的な音楽や民族音楽の要素が取り入れられることも増えま

した。 

• クロード・ドビュッシー (フランス): 印象主義音楽の代表的作曲家。ピアノ

作品「月の光」や「海」が有名。 

• イーゴリ・ストラヴィンスキー (ロシア/フランス/アメリカ): バレエ音楽「春の

祭典」で革命的なリズムと和声を展開。 

• アルノルト・シェーンベルク (オーストリア): 十二音技法を開発し、無調音

楽の基礎を築いた。によって造られた芸術用語。ミニマリズムの美学に影

響を受けた作品、またはミニマリズムの美学を発展させて超えようとする作

品を指す） 

7. 現代音楽 (21世紀) 

• 地域: 世界各地 

• スタイル: ポストミニマリズム（1971年にロバート・ピンカス＝ウィッテンによ

ってつくられた芸術用語、ミニマリズムの美学を発展させて超えようとする

作品を指す）スペクトル音楽（フランスを中心とする現代音楽の潮流の１つ



音を構成する倍音成分に注目した音楽。例えばドの音を鳴らすと同時に

色々な音が鳴ってそれを倍音という。それを顕微鏡で見るような感じ）、ポ

ストモダン音楽、（旧来の技法や様式を 1人の音楽家が乗り越え、更に高

みを追求していくことが「モダン」であったとすれば旧来の技法や様式に新

たな視点を当てる、一種復古的ともいえるあり方が「ポストモダン」）、電子

音楽（現代音楽の一種としてスタートし、その後商業音楽や実験音楽や即

興音楽に幅広い影響を与えた音楽の 1ジャンル） 

• 特徴: 現代音楽は非常に多様で、伝統的なクラシック音楽の枠を超えたス

タイルが探求されています。ジョン・アダムスやスティーヴ・ライヒなどのポ

ストミニマリズム、ジェラール・グリゼーのスペクトル音楽、さらに電子音楽

やマルチメディアとの融合が特徴です。音楽の国際化が進み、アジアやア

フリカの伝統音楽の影響を受けた作品も増えています。 

 

8. 民族音楽を取り入れた作曲家 

    民族音楽を取り入れた作曲家たちは、自身の文化的背景や他の民族音楽か

ら インスピレーションを受けて、独自の音楽スタイルを築いてきまし

た。 これにより、彼らの作品は多様なリズムと旋律が特徴となり、音

楽の世界に新しい風を吹き込みました。民族音楽の要素をクラシック音

楽に取り入れることで、地域性や民族性が反映された豊かな音楽の遺産

が生み出されています。 

1. ベドジフ・スメタナ (Bedřich Smetana, 1824-1884) 

• 国籍: チェコ 



• 代表作: 交響詩《わが祖国》、オペラ《売られた花嫁》 

• 特徴: スメタナは、チェコの民族音楽や歴史、風景を描いた作品で知られてい

ます。特に交響詩《わが祖国》は、チェコの愛国心を表現し、民族的な旋律やリ

ズムが豊富に盛り込まれています。 

2. アントニン・ドヴォルザーク (Antonín Dvořák, 1841-1904) 

• 国籍: チェコ 

• 代表作: 交響曲第 9 番《新世界より》、スラヴ舞曲、弦楽四重奏《アメリカ》 

• 特徴: ドヴォルザークはチェコの民族音楽だけでなく、アメリカ滞在中に黒人霊

歌やネイティブ・アメリカンの音楽からもインスピレーションを受けました。特に《新世

界より》では、民族的な要素が巧みに取り入れられています。 

3. ジャン・シベリウス (Jean Sibelius, 1865-1957) 

• 国籍: フィンランド 

• 代表作: 交響詩《フィンランディア》、交響曲第 2 番、ヴァイオリン協奏曲 

• 特徴: シベリウスはフィンランドの民族音楽や伝説に強い影響を受け、作品に

取り入れました。特に《フィンランディア》は、フィンランドの民族的なアイデンティティ

を象徴する作品です。 

4. イーゴリ・ストラヴィンスキー (Igor Stravinsky, 1882-1971) 

• 国籍: ロシア 

• 代表作: バレエ音楽《春の祭典》、《火の鳥》、《ペトルーシュカ》 

• 特徴: ストラヴィンスキーはロシアの民族音楽の要素を大胆に取り入れ、斬新な

リズムとハーモニーを用いて現代音楽に革命をもたらしました。特に《春の祭典》

では、原始的で力強いリズムとメロディが特徴的です。 

5. モーリス・ラヴェル (Maurice Ravel, 1875-1937) 

• 国籍: フランス 

• 代表作: 《スペイン狂詩曲》、《ボレロ》、《ツィガーヌ》 



• 特徴: ラヴェルはスペインやジプシー音楽から多くの影響を受けました。《ボレロ》

は そのリズミカルな反復とメロディでスペインの舞踊の要素を取り入れた作品とし

て  有名です。 

6. バルトーク・ベーラ (Béla Bartók, 1881-1945) 

• 国籍: ハンガリー 

• 代表作: 《ルーマニア民族舞曲》、《管弦楽のための協奏曲》、             

《アレグロ・バルバロ》 

• 特徴: バルトークはハンガリー、ルーマニア、スロバキアなどの東欧の民族音楽

を収集し、それらを基にして自らの音楽を作り上げました。彼の作品は、民族音

楽の リズムと旋律を現代的な和声と結びつけたものです。 

7. アーロン・コープランド (Aaron Copland, 1900-1990) 

• 国籍: アメリカ 

• 代表作: バレエ音楽《アパラチアの春》、《ロデオ》、《ビリー・ザ・キッド》 

• 特徴: コープランドはアメリカのフォークソングやカウボーイソングを取り入れ、アメ

リカらしい音楽スタイルを確立しました。《アパラチアの春》はアメリカの田園風景

を描き、シンプルで清々しい旋律が特徴です。 

8. マヌエル・デ・ファリャ (Manuel de Falla, 1876-1946) 

• 国籍: スペイン 

• 代表作: バレエ音楽《恋は魔術師》、《三角帽子》 

• 特徴: ファリャはスペインの民謡やフラメンコ音楽の影響を受け、スペイン音楽

の     伝統をクラシック音楽に取り入れました。《恋は魔術師》の「火祭り

の踊り」は特に有名で、スペインらしい情熱的なリズムとメロディが特徴です。 

9. アルベール・ルーセル (Albert Roussel, 1869-1937) 

• 国籍: フランス 

• 代表作: 交響詩《パドム・ブラームス》、《プサイ》 



• 特徴: ルーセルはフランスの作曲家で、東南アジアやインドの民族音楽から影

響を受けました。彼の作品はエキゾチックで、非ヨーロッパのリズムとメロディが取

り入れられています。 

10. ロドリーゴ (Joaquín Rodrigo, 1901-1999) 

• 国籍: スペイン 

• 代表作: 《アランフェス協奏曲》、《スペイン協奏曲》 

• 特徴: ロドリーゴはスペインの伝統音楽やフラメンコから強い影響を受けました。 

《アランフェス協奏曲》の第 2 楽章は特に有名で、美しい旋律とギターの独奏

が スペインの情感を豊かに表現しています。 

 

6. アメリカの作曲家 

アメリカでは、20 世紀に入って独自のクラシック音楽の伝統を尊重しつつも、ジャ

ズ、 ブルース、フォークソング、さらには前衛的なスタイルまで、多様な音楽要素を

取り入れてきました。これにより、アメリカ独自の音楽文化が育まれ、世界の音楽シ

ーンにおいて重要な役割を果たすようになりました。彼らの作品は、アメリカ社会の

多様性と創造性を反映し続けています。 

1. アーロン・コープランド (Aaron Copland, 1900-1990) 

• 代表作: バレエ《アパラチアの春》《ロデオ》《ビリー・ザ・キッド》、管弦楽曲      

《エル・サロン・メヒコ》、オペラ《テンダーランド》 

• 特徴: コープランドは「アメリカ音楽の父」と呼ばれ、アメリカの風景や文化を    

反映した音楽を作曲しました。彼の作品はシンプルで開放感のある和声とメロデ

ィが特徴で、アメリカのフォークソングやカウボーイソングの要素を取り入れていま

す。 

2. ジョージ・ガーシュウィン (George Gershwin, 1898-1937) 



• 代表作: 《ラプソディ・イン・ブルー》、オペラ《ポーギーとベス》、交響詩《パリのア

メリカ人》、ミュージカル《ガール・クレイジー》 

• 特徴: ガーシュウィンはクラシック音楽とジャズを融合させた作曲家で、彼の作品

はリズミカルでエネルギッシュなスタイルが特徴です。《ラプソディ・イン・ブルー》

は、クラシックとジャズの要素を巧みに組み合わせた名作として知られています。 

3. レナード・バーンスタイン (Leonard Bernstein, 1918-1990) 

• 代表作: ミュージカル《ウエスト・サイド物語》、交響曲《不安の時代》、バレエ《フ

ァンシー・フリー》 

• 特徴: バーンスタインは作曲家、指揮者、教育者として幅広く活動しました。   

《ウエスト・サイド物語》は特に有名で、ジャズ、ラテン音楽、クラシックの要素を取

り 入れた音楽が特徴です。また、バーンスタインはクラシック音楽の普及にも大

きく  貢献しました。 

4. サミュエル・バーバー (Samuel Barber, 1910-1981) 

• 代表作: 《弦楽のためのアダージョ》、オペラ《ヴァネッサ》、交響曲第 1 番、     

ヴァイオリン協奏曲 

• 特徴: バーバーはその美しいメロディーと感情豊かな表現で知られています。

《弦楽のためのアダージョ》は、しばしば追悼や悲しみの表現に使われ、バーバ

ーの代表作として愛されています。彼の音楽は新ロマン主義的な要素が強く、

調性感が  はっきりしているのが特徴です。 

5. チャールズ・アイヴズ (Charles Ives, 1874-1954) 

• 代表作: 交響曲第 2 番、交響曲第 3 番《キャンプの集いと祝祭》、ピアノソナ

タ 第 2 番《コンコード・ソナタ》 

• 特徴: アイヴズはアメリカの初期の実験的作曲家で、彼の作品にはポリトナリティ

（複数の調性の同時使用）や引用、アメリカのフォークソングや賛美歌の影響

が見られます。彼の音楽は前衛的でありながらも、アメリカの精神を感じさせるユ

ニークなものです。 

6. ジョン・ケージ (John Cage, 1912-1992) 



• 代表作: 《4分 33 秒》、プリペアド・ピアノのための《ソナタとインターリュード》、《イ

マジナリー・ランドスケープ》 

• 特徴: ケージは 20 世紀の最も影響力のある前衛作曲家の一人です。偶然性

の音楽や無音の作品《4分 33 秒》で知られ、従来の音楽の概念に挑戦しまし

た。 彼はプリペアド・ピアノという新しい技法を開発し、現代音楽に新たな道を

切り開き ました。 

7. フィリップ・グラス (Philip Glass, 1937-) 

• 代表作: 《ガラスの心》、オペラ《エインシュタイン・オン・ザ・ビーチ》、         

《コヤニスカッツィ》 

• 特徴: グラスはミニマル・ミュージックの先駆者の一人であり、シンプルで反復的

な音楽スタイルが特徴です。彼の作品は、クラシック音楽だけでなく映画音楽や   

ポップスにも影響を与えています。グラスの音楽は、瞑想的でトランス状態を誘う

ものとして知られています。 

8. ジョン・アダムズ (John Adams, 1947-) 

• 代表作: オペラ《ニクソン・イン・チャイナ》、《ドクター・アトミック》、管弦楽曲《ショ

ート・ライド・イン・ア・ファスト・マシーン》 

• 特徴: アダムズはミニマリズムに根ざしながらも、より感情的で劇的な音楽を作り

出した作曲家です。彼のオペラは歴史的・社会的なテーマを扱い、現代の出

来事に対する鋭い視点を持っています。彼の音楽は、リズミカルでエネルギッシ

ュな要素が強調されています。 

9. ウィリアム・グラント・スティル (William Grant Still, 1895-1978) 

• 代表作: 交響曲第 1 番《アフリカン・アメリカン》、バレエ《パンテオン》、オペラ

《トラブル・アイランド》 

• 特徴: スティルはアフリカ系アメリカ人作曲家として、クラシック音楽における人種

的多様性を象徴する存在です。彼の音楽はブルース、ジャズ、スピリチュアルの

要素を取り入れ、アフリカ系アメリカ人の文化と伝統を反映しています。 

10. エリオット・カーター (Elliott Carter, 1908-2012) 



• 代表作: 弦楽四重奏曲、チェロ協奏曲、ピアノソナタ 

• 特徴: カーターは複雑なリズムとポリフォニーの使用で知られ、20 世紀後半の

最も影響力のあるアメリカ作曲家の一人です。彼の音楽は高度に知的であり、

複雑な構造を持ちながらも内面的な深さを感じさせます。 

 

7. 日本の作曲家 

• 日本の作曲の歴史は、古くは雅楽や能楽といった伝統音楽から始まり、明治

時代以降の西洋音楽の影響を受けて、クラシック音楽の分野でも独自の発展

を遂げてきました。 

1. 古代から江戸時代までの日本音楽 

雅楽 (ががく) 

•  雅楽は、5世紀から 7 世紀頃に中国や朝鮮半島から伝わり、日本で独自に

発展した宮廷音楽です。楽器には笙（しょう）、篳篥（ひちりき）、琵琶（びわ）など

が使われます。雅楽は、主に天皇の宮廷や神社の儀式で演奏され、現存する

世界最古のオーケストラとも言われている。 

能楽 (のうがく) 

•  能楽は、室町時代に成立した伝統的な舞台芸術で、能と狂言から構成され

ます。能の音楽は「謡（うたい）」と「囃子（はやし）」から成り、謡は歌唱部分、囃

子は笛や太鼓などの楽器による伴奏です。能楽の音楽は、厳格で儀式的な

性質を 持ち、静寂と間の美学が重視されている。 

2. 明治時代以降の西洋音楽の導入 

19 世紀後半、明治維新により日本が近代国家を目指す中で、西洋の音楽理論や楽

器が導入され、クラシック音楽の教育が始まりました。これにより、日本の作曲家たちは

西洋音楽の技法を学びつつ、伝統音楽と融合させた独自の音楽を作り始めた。 



3. 20世紀の日本のクラシック音楽の作曲家 

山田耕筰 (やまだ こうさく, 1886-1965) 

• 代表作: オペラ《黒船》、交響詩《長恨歌》、歌曲《赤とんぼ》 

• 特徴: 山田耕筰は、日本初の交響楽団「日本フィルハーモニー交響楽団」を

設立し、西洋音楽の普及に大きく貢献した。彼は日本の伝統的な旋律と西洋

の交響楽を融合させた作品を多く作曲し、日本のクラシック音楽の基礎を築い

た。 

伊福部昭 (いふくべ あきら, 1914-2006) 

• 代表作: 映画音楽《ゴジラ》、ピアノと管弦楽のための《リトミカ・オスティナータ》、

オーケストラのための《日本組曲》 

• 特徴: 伊福部は、北海道のアイヌ音楽や日本の民謡に影響を受け、リズミカル

で力強い作風が特徴です。彼は特に映画音楽で成功し、《ゴジラ》のテーマ曲

は世界的に有名です。また、彼の音楽はしばしば「民族的現代音楽」と評されま

す。 

黛敏郎 (まゆずみ としろう, 1929-1997) 

• 代表作: 交響詩《舞楽》、オペラ《金閣寺》、電子音楽《音楽の進化》 

• 特徴: 黛は、日本の伝統文化と現代音楽の融合を試みた作曲家で、電子音

楽にも積極的に取り組んだ。彼の《舞楽》は、雅楽の影響を受けた作品で、東

洋的な 美学と西洋のオーケストラ技法を融合させている。 

武満徹 (たけみつ とおる, 1930-1996) 

• 代表作: 管弦楽曲《ノヴェンバー・ステップス》、ギター作品《フォリオス》、     

映画音楽《乱》 

• 特徴: 武満は、独自の音響世界を創り上げたことで知られ、ノイズや静寂、微妙

な音色の変化を重視しました。彼の音楽は、東洋的な感性と現代的な作曲技

法を結びつけており、《ノヴェンバー・ステップス》では、日本の伝統楽器である尺

八と 琵琶をオーケストラと融合させています。 



一柳慧 (いちやなぎ とし, 1933-) 

• 代表作: 《タイム・シークエンス》、オペラ《ホワイト・ノーツ》、管弦楽作品《ライツ・

スピード》 

• 特徴: 一柳は、前衛的な作風で知られ、ミニマル・ミュージックや偶然性の音

楽など、さまざまな実験的要素を取り入れています。彼の音楽はしばしば哲学的

なテーマを扱い、リズムや音響の革新性が評価されています。 

細川俊夫 (ほそかわ としお, 1955-) 

・代表作: オペラ《松風》、弦楽四重奏曲《サイレンス》、                 

声楽作品《エンプティ・マウンテン、スピリット・レイン》 

・特徴: 細川は日本の伝統文化に深い関心を持ち、その影響を現代音楽に取り    

入れています。彼の作品は静謐でありながらも強い感情を喚起し、

禅の思想や  日本の自然観を反映しています。 

4. 日本のポピュラー音楽の作曲家 

日本のポピュラー音楽でも、多くの作曲家が活躍しています。映画音楽やアニメ 

音楽、ゲーム音楽の分野では特に多くの名作が生まれています。 

久石譲 (ひさいし じょう, 1950-) 

• 代表作: 映画音楽《千と千尋の神隠し》《もののけ姫》《となりのトトロ》 

• 特徴: 久石譲は宮崎駿監督のスタジオジブリ作品の音楽で知られ、メロディア

スで情緒的な作風が特徴です。彼の音楽は、シンプルなメロディと豊かなオー

ケストレーションが魅力で、幅広い世代に愛されている。 

坂本龍一 (さかもと りゅういち, 1952-) 



・代表作: 映画音楽《ラストエンペラー》《戦場のメリークリスマス》、           

電子音楽《B-2 Unit》、ポップ音楽《イエロー・マジック・オーケストラ》 

• 特徴: 坂本は多才な作曲家、演奏家、プロデューサーであり、クラシックからポ

ップス、電子音楽まで幅広く活動しています。《ラストエンペラー》の音楽はアカ

デミー賞を受賞し、彼の名を世界に知らしめました。 
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